「地球語」

地球語とは
　グローバル化が進む社会の中で個人の思考や情報整理に役立つとともに、日常語では通じない伝達をまとめて助けようとする新しい補助言語です。

固有の文化ではなく、ヒト共通の感覚と地球自然を基に、記号の形の組み合わせで考えるしくみをもちます。各記号は、形から手話その他多手段に労せず展開し、どんな条件下の伝達も支えます。　1+2= などと同様に各自のことばで読みながら、母語の延長として主に文字や手話で伝え合う、地球民にとっての第二伝達手段になろうとしています。準備段階から使う面白さの共感を通じて世界をつなぎます。

目標効果
★伝統ことばと地域文化を崩壊から護り、さらに育て続けるのを助けます。
★言語差だけでなく視聴が困難な人々にも共通に橋をかけ、世界から伝達の壁をはずして人権の対等化を支えます。
★新しい意識と視角をひらく：
・母語修得を補助しながら、子どもに地域人と地球人の両意識を育みます。
・外国語の修得を補助しながら、考え方の違いを照らし出して相互理解を進めます。
・利用者は、母語とともにもうひとつの基準尺をもつことになり、思考が立体化します。
・情報整理しながら考える習慣化によって、利用者の視野を統合しながらひろげます。

★創造性の開発：
・ランダムな意味の組み合わせが利用者の創造性を刺激し、自己開発や新発見につなぎます。
・共通アイコンとして、また意味をもつ体の動きとして、不思議な音声の表現手段として、さまざまな新しいアートの可能性を開きます。

地球語のしくみ

基本記号と造字：同じ正方形に収まる単純な象形または抽象形の記号が伝達手段のすべての基です。これらを組み重ねて新しい記号を構成し、複雑な内容は、さらに重ねて造字します。一般記号70のほか、数字・文法・情報整理用を含め９０記号を用い、内５０は、名前や音声表記のための表音記号として兼用します。
・表意文字
　基本記号そのまま、または重ねて造字した記号をそれぞれ意味の近い母語で読みながら用います。
NN  自然 ( I 水 ( NI  雨、NI  ( V  固 ( VNI 雪
N ( I ( H  面 ( NIH  露、HNI  ( V ( NIHV  霜,
N  ( _  空間 ( _N  空,  N_  ( g  解放 ( _Ng  晴
・表音記号
　主に用いる発音器官の形や音の出し方を象る記号を組み重ねて音素を合理的に区別し、時間順に並べて、どんな発音も再現できるように表記します。表音記号は、同時に意味を伝えはしません。
p [p] 両唇の形 、1 鼻音(息が上に抜ける形)、
U [t] 平舌の象形、U (1  ( 1p1 [m]、　
U  (1 ( U1 [n]、p  (z 摩擦音 ( zp [(]
U  ( z ( zU [(] (thinの [th]音)
Up  両唇平舌破裂音(スイカの種を弾き出すような音) 

文法と情報整理
　文法記号により単純･明快･語順の自由を旨とする文法を用います。依頼、質問、返答などの他に働きかける目的は文頭で明示し、異文化間の誤解を避けます。
　表音・表意や文中文の識別、名前の種別、合理的な略記号の作成、元の意味を抜き、個人的な一時記号に変換するなど、多くの整理機能の備えもあります。

多手段への展開
　各基礎記号は一音節の名の音声でも呼び出せ、記号を手で象る、宙に描くなど、手話その他の表現手段にも対応します。それらの総合で記憶を保ちながら、状況に適した表現手段を選んで伝え合います。
「地球語ウェブサイト」:
http://www.earthlanguage.org
　コミュニケーションの世界史から見直した地球語の考え方や具体的なしくみの詳細、字典・イラスト字典のほか、短詩の地球語訳と文字絵の連載、身体記号を使った瞑想体操など多様な活用例もたくさん紹介しています。(1996～)

「重ねてタイプできる地球語フォント」

　2006年にドイツ人のJo Chenさんの技術協力を得て地球語フォントがより使いやすくなりました。上記サイトからご自由にダウンロードしてフォント重ね打ちの面白さを体験してください。

ヒストリーと現況

　出雲地方で染色画家をしていた著者は、1987年に英語の準備もないまま渡米し、マイノリティ体験を味合う中で翌年「地球語」を発想しました。途方もない計画だけど誰かが開拓しなければと、多方面を手探りで独学し、何度も振り出しに戻ってようやく定着した基礎案を1996年以来ウェブサイトや地元の日本語新聞などで発表。ネットを通じて世界各地のさまざまな分野の人々から批判や助言を得、励まされながら育て続けています。
　これまでの利用には、ロゴやヴィジュアルな詩などへの具体使用、子どもや学生の言語教育の補助、異言語の仕事仲間でアイコンに、マインドマップ、グラフィックデザインクラスの教材、新人工言語創作の参考に、シンボルを心理治療に、地球外知性との交信案に、地球語瞑想体操の実践など世界中の多分野から報告がありました。
　今後Web 2.0方式でグローバルに字典建設が進み普及が加速化することが望まれています。
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